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9. 研究実績の概要(国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、600 字～800 字で記入。図､ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。) 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、 
     交付申請書に記載した「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できる 
     だけ分かりやすく記述すること。また、国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等 
       は記載しないこと。 

なぜ記憶されるのか？なぜ関連する事象は覚えやすいのか？記憶の分子メカニズムは未だ明確でない。こ

れらを明らかにするため我々は短期記憶から長期記憶への変換に関わるシナプス構造可塑性を検討した。

神経可塑性プロテアーゼ・ニューロプシン(KLK8)が NMDA 受容体の活性化後数分というきわめて短時

間で蛋白分解活性が数百倍に上昇し、これによって海馬プレシナプスに存在する細胞接着分子 L1cam を
限定分解することを見いだした。その KO 動物では最初期 LTP が消失し、その行動試験においても記憶

の獲得に関与することが明らかとなった。本研究では①ニューロプシンから接着分子 L1 の ectodomain 
shedding に至る経路の探索、②活性型ニューロプシン添加によって起こる E-LTP から L-LTP への変換

に関係する受容体、チャネル、シグナル分子群の探索について検討した。 
ニューロプシンによって shedding される分子フィブロネクチン、L1cam を特定し、短期記憶から長

期記憶への変換に関わる分子としてインテグリン、Voltage-dependent calcium channel を同定した。こ

の過程は関連記憶のための特定シナプスの標識するためにとくに重要と考えられ、タギング仮説と呼ばれ

ている。本研究は世界で初めてニューロプシンがタギングの分子マーカーであることを示したものであ

る。 
                                        

※ 成果の公表を見合わせる必要がある場合は、その理由及び差し控え期間等を記入した調書(A4 判縦長横書 1 枚)を  

添付すること。 
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 ※ 研究者又は所属研究機関が作成した研究内容又は研究成果に関するｗｅｂページがある場合は、ＵＲＬを記載す 
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